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論文内容の要旨
知的作業を行うシステムが複数個存在し，それらがネットワークを介して相互に接続されつつある現在，分散人工













と期待できる O これは動的組織の本質を捉えた重要な特徴であると考えられるが これを実現する手法はほとんど















(2) LMOが実現する動的組織を静的組織である「分散型の組織J ， r集中型の組織」と比較し，動的組織の利点を明
らかにしているo 分散型の組織は，局所最適解が多い問題に対する性能が悪く，集中型の組織は，局所最適解が少
ない問題に対する性能が悪い。しかし， LMOが実現する動的組織は，局所最適解の少ない問題に対しては，分散
型の組織，多い問題に対しては，集中型の組織として振る舞うため両者の短所を補うことができているo
(3) LMOで用いた交渉アルゴリズムを利用して局所同期型アルゴリズムという新しい分散制約充足アルゴリズムを
2 つ提案し，それらを現時点で最も効率が良いとされる非同期型弱コミットメント探索アルゴリズムと比較してい
る。その結果，提案した 2 つのアルゴリズムが計算コストの面で優位であることを実証しているo
以上のように本論文では，分散問題解決における動的組織を実現する新しいアルゴリズムを提案し，その性質を解
析的かっ実験的に評価しており，分散人工知能の研究の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認めるo
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